
① レジリエンスジャパン推進協議会の提言（2018年・2020年）
「災害時の断水に備えるため、地域毎に災害時の水の需要と供給のバランスシートを予め作し
ておくべき」

② モデル地域（福岡市）における貯水槽水道（23,367基）の位置および容量のデータから、市域
全域の水のバランスシートを試作

③ 2022年の第１報（モデル地域：北九州市）では、受水槽容量が10m3を超える簡易専用水道のみ
のデータを使用したが、今回は全ての容量の貯水槽水道のデータをもとに作成

(1)発災後3日間は自力で飲用水を確保を求めること
が一般化しつつある

(2) 必要水量：飲用水 3ℓ/人日、生活用水 30ℓ/人日
(3) 徒歩圏内で水を確保することを想定して丁目
単位（丁目の数：1,140）で作成

(4) 水の確保手段：貯水槽水道のみ
(5) 受水槽容量の半分の水が利用可能とした
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博多区 186,276 211 95 97 57 74 20 4,728

中央区 193,911 123 100 100 40 78 0 4,185

早良区 219,113 170 68 91 8 44 178 11,996

東区 312,674 223 83 92 20 50 221 15,215

西区 204,807 158 67 82 15 39 324 11,978

城南区 123,101 94 87 95 7 44 54 6,726

南区 261,338 161 93 99 8 49 57 13,246

全域 1,501,220 1,140 84 94 24 54 854 68,074
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表１ 水のバランスシート（行政区単位で集計）

表２ 昼夜間人口の差
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【結論】飲用水は大半の地区で確保できるが、生活用水は不足する地区が多かった


